
７
月
の
参
議
院

議
員
選
挙
は
、
投

票
日
２
日
前
の
８

日
、
奈
良
市
で
街

頭
演
説
中
の
安
倍

元
首
相
が
、
白
昼
、

銃
撃
さ
れ
死
亡
す

る
と
い
う
異
様
な

雰
囲
気
の
中
で
行

わ
れ
た
。
相
手
が

個
人
で
あ
れ
国
家

で
あ
れ
、
理
由
の

如
何
を
問
わ
ず
、
暴
力
を
も
っ
て
こ
れ
を
攻

撃
・
抹
殺
す
る
行
為
は
到
底
許
さ
れ
な
い
。

そ
れ
は
、
安
倍
氏
の
場
合
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
軍
事
侵
攻
し
、
破
壊
と
殺
戮
を
ほ
し
い
ま

ま
に
し
た
ロ
シ
ア
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。

日
本
の
憲
政
史
上
、
首
相
や
政
府
要
人
が

暗
殺
さ
れ
た
事
件
は
、
大
正
10
年
の
原
敬
や

昭
和
５
年
の
浜
口
雄
幸
、
そ
し
て
５
・
15
事

件
の
犬
養
毅
、
２
・
26
事
件
の
高
橋
是
清
な

ど
と
多
い
。
と
く
に
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら

の
政
治
家
の
殺
害
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

崩
壊
と
共
に
、
諸
政
党
が
翼
賛
政
治
に
雪
崩

を
打
ち
、
以
後
こ
の
国
を
軍
国
主
義
へ
と
引

き
込
み
、

国
民
を

戦
争
に

駆
り
立

て
、
つ

い
に
は

破
滅
に

導
い
た
、

軍
事
独

裁
・
全

体
主
義
的
支
配
へ
の
道
を
歩
む
、
忌
む
べ
き

歴
史
的
分
岐
点
と
な
っ
た
。

「
暴
力
は
、
権
力
が
危
う
く
な
る
と
現
れ
る
」
。

か
つ
て
、
ナ
チ
ス
の
迫
害
を
逃
れ
て
ア
メ

リ
カ
に
亡
命
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
ハ
ン
ナ
・

ア
ー
レ
ン
ト
の
言
葉
で
あ
る
。
『
全
体
主
義

の
起
原
』
や
『
人
間
の
条
件
』
を
著
わ
し
た

ア
ー
レ
ン
ト
は
、
１
９
６
１
年
、
ユ
ダ
ヤ
人

の
「
最
終
解
決
」(

行
政
的
大
虐
殺)

を
指
揮

し
た
最
高
責
任
者
・
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
裁
判
を

傍
聴
し
、
終
始
、
「
上
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と

を
し
た
だ
け
」
と
、
無
罪
を
主
張
し
続
け
た

彼
を
、
〝
思
考
の
欠
如
〟
・
無
思
想
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
〝
悪
の
凡
庸
〟
と
し
、

「
無
知
は
罪
と
な
り
う
る
」
と
断
じ
た
。
そ

し
て
、
人
間
は
「
考
え
る
こ
と
を
止
め
た
と

き
、
人
間
で
な
く
な
り
」
、
思
考
を
も
た
な

い
人
は
「
自
覚
の
な

い
悪
へ
と
変
化
す
る
」

と
言
い
、
思
考
停
止

は
全
体
主
義
へ
の
道

を
許
す
こ
と
に
な
る

と
し
た
。

７
月
10
日
の
開
票

結
果
は
、
安
倍
銃
撃
・

死
亡
を
伝
え
、
安
倍

政
治
を
一
斉
に
礼
賛

す
る
メ
デ
ィ
ア
の
弔

問
記
事
も
あ
っ
て
、

自
民
党
が
改
選
議
席

55
を
大
き
く
上
回
る

63
議
席
を
獲
得
し
て

大
勝
し
た
。
自
民
党
・

岸
田
政
権
は
、
安
倍

以
来
の
〝
一
強
支
配

〟
を
さ
ら
に
盤
石
の
も
の
と
し
、
連
立
与
党

の
公
明
党
と
あ
わ
せ
て
、
改
憲
提
案
可
能
な

３
分
の
２
を
超
え
る
政
治
勢
力
と
な
っ
た
。

そ
の
岸
田
政
権
は
、
昨
秋
、
「
新
し
い
資
本

主
義
」
を
金
看
板
に
登
場
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
も
「
成
長
あ
っ
て
の
分
配
」
へ
と
た
ち

ま
ち
変
調
し
、
「
経
済
安
保
」
を
旗
印
に
、

「
人
」
「
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」
「
デ
ジ
タ
ル
」
を
重

点
施
策
と
し
た
。

10
日
の
選
挙
結
果
は
、
現
時
点
で
の
可
視

化
さ
れ
た
「
民
意
」
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
、

こ
の
間
の
市
場
原
理
を
駆
動
力
と
す
る
経
済

政
策
の
下
で
深
刻
化
し
た
、
人
々
の
生
活
不

安
や
閉
塞
状
況
の
現
実
と
は
裏
腹
に
、
心
理

的
に
は
む
し
ろ
「
同
調
圧
力
」
や
忖
度
、

「
積
極
的
追
従
」
と
政
治
的
無
関
心
が
広
が

る
中
で
、
重
要
な
政
治
選

択
で
は
「
変
化
」
や
「
革

新
」
で
は
な
く
、
何
と
な

く
〝
無
難
〟
な
、
現
状
維

持
に
甘
ん
じ
る
漠
然
と
し

た
「
民
意
」
を
背
景
と
し

た
も
の
と
い
え
よ
う
。

今
、

こ
の
国
を
覆
っ
て
い
る
の
は
、

ア
ー
レ
ン
ト
の
い
う
、
自
ら

「
考
え
る
こ
と
を
止
め
た
」
、

政
治
的
支
配
と
誘
導
が
容
易
な

人
々
の
群
れ
の
よ
う
で
す
ら
あ

る
。
そ
こ
に
見
え
る
の
は
、

「
走
光
性
」
の
昆
虫
を
誘
引
し
、

用
意
し
た
補
虫
装
置
で
こ
れ
を

か
ら
め
取
る
〝
誘
蛾
灯
〟
の
光

景
で
あ
る
。
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
〝

凡
庸
〟
は
も
と
よ
り
、
あ
く
ま

で
色
調
不
鮮
明
な
〝
光
源
〟
に

惑
わ
さ
れ
て
、
自
ら
と
社
会
の

進
む
べ
き
道
を
誤
り
、
70
数
年

前
の
、
こ
の
国
の
形
へ
の
回
帰

を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
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〝誘蛾灯〟と民意の間

佐藤 博明

ハンナ・アーレント（1906-1975）

ドライブに合う音楽は

改憲勢力が伸長した参議院選挙の結

果は残念だがちょっと一息。

私は会社員時代、そして、退職後も

自動車に乗る機会が多く、音源はテープ、ＭＤ、ＣＤと

時とともに変わったがカーステレオに親しんだ。

何を聴くの？なぜかアメリカのＢ・ディラン、サイモ

ン＆ガーファンクル、イーグルスなどである。そして、

クラシックではバッハ、モーツァルトだが、最近はハイ

ドンに凝っている。勿論ビートルズは好きだがなぜか運

転には合わなかった。なぜだろうか？素人の愚説を一言。

イギリスはアメリカのような車社会ではないし、確か

ビートルズのメンバーも日常は車には慣れ親しんでいな

かったと思う。一方、アメリカ人は子供のころから自動

車に慣れ親しみ乗り、運転をしていた。その自動車エン

ジンのレシプロ・往復運動の振動、音などが身体になじ

み感覚的に音楽にも反映したと思う。また、クラシック

音楽には変異しながら繰り返しが多いのもそれと共通点

があるのではと推測される。どうだろうか？

すると、自動運転・電気自動車に乗り換えたらカース

テレオの音楽はかわるのだろうか？と妻に問うと、「い

や、あなたがそういう曲が好きなだけじゃないの」との

こと。 富田 家一郎

つむじ風

▽
安
倍
元
首
相
銃
撃
犯
の
動
機

は
「
統
一
教
会
」
へ
の
恨
み
で
、

政
治
的
な
背
景
で
は
な
か
っ
た
。

大
手
メ
デ
ィ
ア
は
権
力
へ
の
忖

度
、
怯
え
、
自
己
規
制
か
ら

「
特
定
の
宗
教
団
体
」
と
し
て
そ
の
名
を
伏
せ
た
。

選
挙
後
に
は
一
斉
に
そ
の
名
を
報
じ
た
。
実
に
巧

妙
な
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
。
▽
「
社
会
が

戦
争
に
向
か
う
危
険
な
兆
候
」
と
し
て
昨
年
亡
く

な
っ
た
半
藤
一
利
氏
は
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
た
。

①
被
害
者
意
識
と
反
発
が
国
民
に
煽
ら

れ
る
②
言
論
が
不
自
由
に
な
り
、
権
力

に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
統
制
③
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
強
調
さ
れ
る
④
教
育
が
国
粋
主

義
に
変
わ
る
⑤
監
視
体
制
の
強
化
等
々
。

戦
争
体
制
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
。
周

到
に
準
備
さ
れ
着
々
と
進
行
す
る
。
安

倍
政
権
以
後
そ
の
動
き
、
流
れ
は
加
速
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
や
戦

前
の
日
本
や
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
歴
史
が

教
え
て
く
れ
る
。
▽
京
都
ア
ニ
メ
放
火

事
件
等
の
よ
う
に
生
活
の
困
窮
で
人
生

に
絶
望
し
て
他
人
を
道
ず
れ
に
し
て
の

犯
行
が
続
出
し
て
い
る
。
小
泉
、
安
倍

政
権
と
続
く
新
自
由
主
義＝

「
自
己
責

任
論
」
の
強
調
、
労
働
法
制
改
悪
と
社

会
保
障
と
福
祉
切
り
下
げ
の
一
方
、
格

差
拡
大
と
貧
困
の
連
鎖
は
進
行
し
、
社

会
格
差
は
拡
大
。
未
来
に
希
望
が
持
て

な
い
若
者
や
貧
困
層
か
ら
の
テ
ロ
が
こ

れ
か
ら
も
起
こ
る
か
も
。
▽
徴
兵
制
に

な
ん
か
日
本
が
な
る
は
ず
は
な
い
、
若
者
達
が
本

気
で
抵
抗
、
反
対
運
動
を
す
る
だ
ろ
う
、
と
楽
観

で
き
る
だ
ろ
う
か
？
現
実
と
し
て
ア
メ
リ
カ
は

「
経
済
的
徴
兵
制
」
に
な
っ
て
い
る
。
権
力
の
デ

マ
ゴ
ギ
ー
に
騙
さ
れ
ず
主
権
者
意
識
を
高
め
る
教

育
と
個
人
の
孤
独
、
孤
立
を
防
ぐ
（
包
摂
）
た
め

に
も
共
助
、
公
助
を
大
切
に
す
る
社
会
の
構
築
が

こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
思
う
。

安倍元首相銃撃事件から見えてくるもの～宮 秀雄～ 風の
子



核
兵
器
禁
止
条
約
第
一
回
締
約
国
会
議
が

６
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
３
日
間
に
わ
た
っ

て
ウ
イ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
ド
イ
ツ
・
ベ
ル

ギ
ー
や
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
原

水
協
か
ら
は
土
田
弥
生
事
務
局
次
長
と
川
田

忠
明
担
当
常
任
理
事
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

核
抑
止
論
を
明
確
に
批
判
し
た
「
ウ
イ
ー

ン
宣
言
」
と
条
約
の
具
体
化
へ
向
け
た
50
項

目
の
「
ウ
イ
ー
ン
行
動
計
画
」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
政
府
は
６
月
20
日
の
人
道
的

影
響
に
関
す
る
会
議
に
は
出
席
し
た
も
の

の
、
締
約
国
会
議
に
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
さ
え
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

間
、
６
月
９
日
に
日
本
原
水
協
は
外
務
省

に
日
本
政
府
も
参
加
す
る
よ
う
要
請
を
お

こ
な
い
、
政
府
が
不
参
加
を
決
め
た
翌
日

16
日
に
は
抗
議
の
談
話
を
発
表
し
ま
し
た
。

次
回
は
２
０
２
３
年
11
月
27
日
か
ら
12
月

１
日
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

締
約
国
会
議
で
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約

が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

特
に
核
軍
備
撤
廃
の
第
６
条
の
履
行
を
補

完
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
締
約

国
会
議
に
集
ま
っ
た
力
で
、
核
保
有
国
に

対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
、
第
６
条

の
義
務
と
核
兵
器
を
無
く
す
と
の
合
意
の

履
行
を
迫
る
大
き
な
圧
力
を
加
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
中
満
泉
国
連
上
級
代
表

な
か
み
つ
い
ず
み

は
、
こ
の
情
勢
の
も
と
、
何
が
あ
っ
て
も

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
は
８
月
に
開
く
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

同
じ
時
期
に
３
年
ぶ
り
に
広
島
・
長
崎

で
開
か
れ
る
原
水
爆
禁
止
２
０
２
２
年
世

界
大
会
で
は
「
今
こ
そ
核
兵
器
を
無
く
せ
」

の
強
力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
の
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
た
ち
が

結
集
し
て
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
し
ょ

う
。

(

海
野

順
二)

７
月
16
日
、

標
記
の
講
演
を

市
内
「
あ
ざ
れ

あ
」
で
聞
い
た
。

主
催
は
現
代
日

本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
。

講
師
は
、
静
岡

県
立
大
学
国
際

関
係
学
研
究
科

の
准
教
授
の
浜

由
樹
子
さ
ん
。

今
ウ
ク
ラ
イ
ナ

問
題
は
人
々
の

関
心
が
高
く
、

今
日
の
講
演
会

も
盛
況
だ
っ
た
。

浜
先
生
の
今

回
の
講
演
の
大

き
な
特
長
は
、

ロ
シ
ア
・
プ
ー

チ
ン
側
か
ら
み

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

問
題
と
い
う
視

点
を
も
っ
て
い

る
こ
と
だ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
浜

先
生
は
、
自
身
冒
頭
で
こ
と
わ
っ
て
い
る
よ

う
に
ロ
シ
ア
の
味
方
を
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
一
つ
の
見
方
を
語
っ
て
い
る
。
今
回
の

侵
攻
の
責
任
が
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
に
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
日
の
日
本
に
お
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
の

報
道
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
の

情
報
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
の
視

点
、
見
方
が
あ
ま
り
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
ん
な
意
味
か
ら
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
い

講
演
だ
っ
た
。

「
特
別
軍
事
作
戦
」
と
称
す
る
今
回
の
侵

攻
に
つ
い
て
、
プ
ー
チ
ン
は
、
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
中
立
化
、
非
軍
事
化
、
非
ナ
チ
化
」
を

理
由
に
掲
げ
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
中
立
化(

非
軍
事
化)

と
は

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
方
拡
大
へ
の
脅
威
か
ら
き

て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
方
拡
大
は
、
ロ
シ

ア
か
ら
見
れ
ば
米
国
が
約
束
を
破
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。
１
９
９
０
年
に
は
、
米
国
と
ソ

連
の
間
で
、
当
時
の
統
一
ド
イ
ツ
領
か
ら

「
１
イ
ン
チ
た
り
と
も
拡
大
し
な
い
」
（
当

時
の
米
国
の
ベ
ー
カ
ー
国
務
長
官
）
と
口
約

束
し
た
と
い
う
証
言
が
残
っ
て
い
る
。
し
か

し
そ
の
後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
な
ど
中
東
欧
諸

国
や
バ
ル
カ
ン
半
島
諸
国
が
加
盟
し
、
16
か

国
か
ら
30
か
国
に
拡
大
し
て
い
る
。
プ
ー
チ

ン
は
「
外
交
は
文
書
に
し
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
」
と
度
々
口
に
す
る
。

そ
も
そ
も
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約

機
構
）
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
な
ど
ワ
ル
シ
ャ

ワ
条
約
に
対
抗
す
る
軍
事
同
盟
で
あ
る
。
冷

戦
が
終
結
し
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
は
解

体
し
た
の
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
だ
け
が
存
続
す
る

の
は
お
か
し
い
と
い
う
言
い
分
も
成
り
立
つ

だ
ろ
う
。

「
非
ナ
チ
化
」
の
こ

だ
わ
り
に
つ
い
て

ソ
連
に
と
っ
て
、

第
２
次
大
戦
は
、

「
大
祖
国
戦
争
」
と

称
す
る
反
フ
ァ
シ
ズ

ム
戦
争
で
あ
っ
た
。

２
６
０
０
万
人
～
２

７
０
０
万
人
と
も
い

わ
れ
る
世
界
最
多
の

犠
牲
者
を
出
し
て
勝

利
し
た
。
こ
れ
は
、

ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て

も
誇
り
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
は
、
ソ
連
を
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
と
同
等
の

占
領
者
と
み
な
し
た
り
、
ナ
チ
協
力
者
た
ち

の
名
誉
回
復
を
進
め
る
空
気
す
ら
あ
る
。
ま

た
、
ド
ン
バ
ス
地
方
で
ロ
シ
ア
系
住
民
を
虐

殺
し
て
い
る
の
も
新
た
に
出
現
し
た
「
ネ
オ

ナ
チ
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
プ
ー
チ
ン
の
い
う
「
非
ナ

チ
化
」
は
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
ロ
シ
ア
人
の

記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
、
団
結
さ
せ
る
要
素
と

し
て
利
用
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

以
上
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
見
た
今
度
の
戦
争

の
意
味
の
一
端
で
あ
る
。
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７月

29日（金）９の日行動 青葉前 12:30

８～９月

４～６日（木～土）原水爆禁止世界大会･広島
５～７日（金～日）平和を願う市民のつどい

アイセル21

６日（金）核禁条約サイン署名 12：00 東急前

９日（火）９の日行動 青葉前 12：00

19日（金）オール静岡アクション 17：30 青葉前

29日（金）９の日行動 青葉前 12:30

８月29日（月）～９月６日（火）
104号越え訓練監視行動 東富士基地

平和の動き７～９月

「ロシアによるウクライナ侵攻の背景」
～ 講演を聞いて ～ 合戸 政治

核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会
議
と

原
水
爆
禁
止
２
０
２
２
年
世
界
大
会

７月16日、アザレアでの講演会


